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令和４年度各会計の決算状況
【歳入】

【歳出】

会計名 決算額 対前年度比
一般会計 1152億5487万円 ▲ 7.1%
特別会計（13会計） 413億8738万円 ▲ 0.5%
企業会計（４会計） 294億6061万円 ▲ 3.7%

合計 1861億0286万円 ▲ 5.2%

会計名 決算額 対前年度比
一般会計 1123億6423万円 ▲ 6.7%
特別会計（13会計） 401億1890万円 0.1%
企業会計（４会計） 331億9342万円 ▲ 2.7%

合計 1856億7655万円 ▲ 4.6%

令和４年度決算　

決算を認定しました！決算を認定しました！
企業会計の決算を認定企業会計の決算を認定

　９月定例会では、決算審査特別委員会（議会選
出の監査委員を除く全議員で構成）を設置し、令
和４年度予算が正しく使われたかどうか詳細な審
査を行いました。
　10月３日に委員長が審査結果（P３）を報告し、
本議会において３議案を全会一致、２議案を賛成
多数で原案可決及び認定しました。

市民税
固定資産税など
240億6936万円

(20.9%)

市民税
固定資産税など
240億6936万円

(20.9%)

貸付金収入など
229億8413万円

(19.9%)

貸付金収入など
229億8413万円

(19.9%)地方交付税
239億8729万円

(20.8%)

地方交付税
239億8729万円

(20.8%)

国や県からの
補助金など
280億2165万円

(24.3%)

国や県からの
補助金など
280億2165万円

(24.3%)

市の借金
83億6572万円

(7.3%)

市の借金
83億6572万円

(7.3%)

譲与税交付金など
62億7834万円

(5.5%)

譲与税交付金など
62億7834万円

(5.5%)

住民票証明手数料、
施設使用料など
10億3829万円

(0.9%)

住民票証明手数料、
施設使用料など
10億3829万円

(0.9%)

保育園や健診などの
負担金

5億1009万円
(0.4%)

保育園や健診などの
負担金

5億1009万円
(0.4%)

自主財源
(42.1%)
自主財源
(42.1%)

依存財源
(57.9%)
依存財源
(57.9%)

物件費
光熱水費、印刷代など
162億7966万円

(14.5%)

物件費
光熱水費、印刷代など
162億7966万円

(14.5%)
災害復旧事業費
復旧工事請負費など
5億4319万円 

(0.5%)

災害復旧事業費
復旧工事請負費など
5億4319万円 

(0.5%)

人件費
職員費、退職手当など
129億2417万円

(11.5%) 

人件費
職員費、退職手当など
129億2417万円

(11.5%) 
公債費
借金の返済
97億55万円
(8.6%)

公債費
借金の返済
97億55万円
(8.6%)

扶助費
児童手当や

医療費補助など
228億4514万円

(20.3%)

扶助費
児童手当や

医療費補助など
228億4514万円

(20.3%)

普通建設
事業費

道路や市営住宅の整備など
85億1365万円

(7.6%)

普通建設
事業費

道路や市営住宅の整備など
85億1365万円

(7.6%)

補助費等
補助金など

164億4768万円
(14.6%)

補助費等
補助金など

164億4768万円
(14.6%)

維持補修費
施設の修繕費など
12億102万円

(1.1%)

繰出金
特別会計等への
繰出金

71億4339万円
(6.3%)

繰出金
特別会計等への
繰出金

71億4339万円
(6.3%)

貸付金等
積立金、貸付金
167億6578万円

(15.0%)

貸付金等
積立金、貸付金
167億6578万円

(15.0%)

義務的経費
(40.4%)

義務的経費
(40.4%)

投資的経費
(8.1%)

投資的経費
(8.1%)

消費的経費
(30.2%)

消費的経費
(30.2%)

その他の経費
(21.3%)

その他の経費
(21.3%)

令和４年度一般会計の歳入構成状況 令和４年度一般会計の歳出性質別決算状況

決算審査特別委員会報告　関係事業概要

【概要】 　令和２年度に全市のデジタル化整備が完了し、屋外拡声
子局を375基設置しているが、初期に整備した機器が経年
劣化により故障する恐れがあるため、計画的な更新整備を
行う。

【実績】　防災行政無線屋外拡声子局等の設備更新
　　　　決算額　193,900千円　

防災行政無線整備事業費

【概要】 　コミュニティＦＭの電波を活用し、防災行政無線などの緊
急情報伝達装置と連動した防災ラジオ端末の普及促進を行う
ことで、確実かつ迅速な防災情報の発信力の向上を図る。

【実績】　防災ラジオの販売　539台（累計15,554台）
　　　　決算額　7,270千円

防災ラジオ整備事業費

【概要】 　震災時における飲料水等の供給を確保するため、令和元
年度から進めている「震災時応急給水拠点第２次整備」計
画において管路の耐震化に継続して取り組む。

　　　 　「震災時応急給水拠点整備事業」は、応急給水拠点を市
内に52カ所、災害対策本部となる施設や救急指定病院な
ど13カ所を応急給水施設と定め、配水池から各施設まで
の管路を耐震管で整備するものである。

【実績】　整備箇所：２か所（南中学校・市役所駅南庁舎）
　　　　決 算 額：251,319千円

震災時応急給水拠点整備事業

【概要】 　配慮や支援を必要とする児童生徒一人ひとりの教育的ニー
ズを把握し、児童生徒の社会的自立に向けて一人ひとりの能
力・適性・発達段階及び社会環境に応じた適切な支援の充実
を図る。

【実績】・教育支援委員会を３回（年間）開催
　　　・特別支援教育支援員の配置　67人
　　　決算額　118,990千円

特別支援教育推進事業費

【収支状況】
病院事業収益 8,756,714千円　　病院事業費用 8,160,290千円
資本的収入　　 801,696千円　　資本的支出　 1,171,620千円
【実績】・ 手術支援ロボット「ダヴィンチ」を活用した複数の手術で

診療報酬算定を開始
　　　・オンライン予約、オンライン診療、オンライン決済等の導入
　　　・院内Wi-Fi環境の整備
　　　・ 新型コロナウイルス感染症患者専用病床を確保し、受入を

実施
　　　・年間2,000件を超える救急搬送患者の受入　など

市立病院(鳥取市病院事業）
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　決算審査特別委員会委員長報告

一般会計　28億9064万円　の黒字となる一般会計　28億9064万円　の黒字となる令和４年度の令和４年度の
一般会計（歳入1152億5487万円　歳出1123億6423万円）、特別会計、一般会計（歳入1152億5487万円　歳出1123億6423万円）、特別会計、

決算審査特別委員会報告　（委員長　岡田　信俊　　副委員長　米村　京子）

◆ 防災ラジオ整備事業費、防災アプリ導入事業費及び防災行政無線整備
事業費について
　災害時には、避難情報をはじめとする大切な情報を迅速に伝達する必要があり、こ
れらの事業はなくてはならない重要な取組である。
　鳥取市防災ラジオについては、1万5,000台以上の購入がされ、一定程度普及したこ
とに加え、令和４年６月に「鳥取市防災アプリ」がリリースされたことにより、販売
台数が減少していると想定するが、スマートフォンが利用できない市民に対して、防
災ラジオのさらなる普及促進が必要であると考える。
　今後も、防災アプリの円滑な動作などの改善や、防災行政無線の放送が聞こえない
などの市民の声を真摯に受け止め、災害情報など必要な情報が遅滞なく確実に市民に届くよう、引き続き多様な手段
について研究していくよう求める。

◆市立病院について
　令和４年度の経常収支は、前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症患者の入院病床確保に対する国からの補助
金が得られたことにより、３年連続の黒字決算となった。
　一方で、コロナ関連分を除いた収支は、最新機器による高度な医療の提供や、開業医との連携強化により、令和４
年度までの３年間で２億3,000万円改善しており、大いに評価するが、令和４年度決算でも依然として５億1,000万
円の赤字となっており、厳しい経営状況にある。
　ついては、開業医等との連携強化をさらに高める手段の検討や、オンラインによる予約や診療の利用拡大策の実施
等により、患者の確保に努め、健全な経営に向けて、引き続き取り組まれることを求める。

◆特別支援教育推進事業費について
　配慮や支援を必要とする児童・生徒の支援に関する本事業では、対象となる児童・生徒一人一人に作成する個別の
教育支援計画が、保護者の理解や協力を得られないケースがあり、作成率100％に達していないことが課題として挙
げられている。この作成率は、令和４年度の取組によって約５％向上して93.9％となっており、その成果を評価する
ところである。今後も当事者である子供を第一に、学校と保護者間の協議・連携を、時間をかけて丁寧に進められる
ことを求める。
　また、特別支援教育支援員の配置に関する部分では、令和４年度は67名の配置が行われたが、年々対象となる児童・
生徒が増加しているとともに、小学校においては児童と支援員の１対１の対応が求められるケースが多いとのことで、
十分な配置とは言えない。充実した支援環境を整えるため、今後の増員を求める。

◆水道事業における震災時応急給水拠点整備について
　令和４年度は、新たに２か所の応急給水拠点整備が行われ、長期経営構想に示している令和７年度までの目標整備
数35か所のうち、32か所の整備が完了し、順調に整備が進められている。
　また、応急給水拠点の早急な整備が困難である旧簡易水道地域においては、組立て式仮設給水タンクの整備が行われ、
応急給水体制の早期構築に向け取り組まれたとのことである。
　水道事業を取り巻く環境が厳しさを増す中、国への財政支援についての要望を継続して行うなど、財源の確保に努め、
引き続き、着実に整備を進められるよう求める。

委員長報告を行う
岡田委員長
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一般質問（各個質問）　

問 

水
田
、
畑
、
果
樹
園
、

農
道
・
水
路
な
ど
を
復
旧

す
る
に
当
た
り
受
益
者
負

担
が
生
じ
、
激
甚
災
害
指

定
を
受
け
れ
ば
軽
減
さ
れ

る
が
、
大
規
模
な
災
害
復

旧
に
は
、
大
き
な
受
益
者

負
担
が
生
じ
る
こ
と
と
な

る
。
農
業
は
、
経
営
等
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の

災
害
を
機
に
耕
作
を
放
棄

さ
れ
、
耕
作
放
棄
地
増
に

つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
農
地

保
全
、
農
業
継
続
・
振
興

の
た
め
、
本
市
独
自
の
受

益
者
負
担
金
の
軽
減
措
置

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
農
地
や
農
業

用
施
設
が
被
災
し
た
場
合

の
復
旧
事
業
に
は
、
被
災

の
規
模
等
に
よ
っ
て
国
の

補
助
金
に
よ
り
復
旧
を
行

う
補
助
災
害
復
旧
事
業

と
、
単
市
事
業
と
し
て
復

旧
を
行
う
単
独
災
害
復
旧

事
業
が
あ
る
。
現
在
、
補

助
災
害
復
旧
事
業
に
お
け

る
受
益
者
負
担
率
は
、
農

地
災
害
で
事
業
費
の
６
・

５
％
、
農
業
用
施
設
災
害

で
事
業
費
の
４
・
５
％
と

し
て
い
る
。
農
業
用
施
設

災
害
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
に
本
市
独
自
に
受

益
者
１
戸
当
り
の
負
担
金

上
限
を
３
万
５
千
円
と
す

る
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
併
せ
て
、
単
独
災
害

復
旧
事
業
に
お
け
る
農

地
災
害
で
は
事
業
費
の

10
％
、
農
業
用
施
設
災
害

で
は
事
業
費
の
７
％
に
軽

減
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近

年
の
災
害
の
激
甚
化
や
、

農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
、
燃
料
、
資
材
等
の

高
騰
な
ど
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

負
担
率
の
見
直
し
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

西
尾　

彰
仁
（
会
派
新
生
）

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
の

受
益
者
負
担
金
の
軽
減
に
向
け
て

問 

市
内
中
心
部
の
袋
川

沿
い
の
桜
並
木
は
花
見
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
市
民
に
親

し
ま
れ
る
一
方
、
植
樹
後

50
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
桜
の
健
康
状
態
が
心
配

で
あ
る
。
７
月
に
「
袋
川

緑
地
サ
ク
ラ
管
理
計
画
策

定
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
、

今
後
保
全
に
向
け
て
計
画

策
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
中

の
「
ふ
る
さ
と
鳥
取
桜
ま

つ
り
」
の
再
開
も
期
待
し

た
い
。
市
長
の
桜
並
木
に

対
す
る
思
い
を
伺
う
。

答 

（
市
長
）
都
市
公
園
袋

川
緑
地
の
桜
並
木
に
つ
い

て
は
、
昭
和
27
年
の
鳥
取

大
火
で
焼
失
後
、
故
瀬
川

弥
太
郎
氏
か
ら
約
10
年
に

わ
た
り
約
８
０
０
本
の
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
苗
木
を

本
市
に
贈
呈
し
て
い
た
だ

き
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る

桜
並
木
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
袋
川
緑
地
の
桜
土

手
は
、
地
域
の
方
々
や
、

一
般
社
団
法
人
鳥
取
県
造

園
建
設
業
協
会
東
部
支
部

が
実
施
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
指
定
管
理
者
に

よ
る
維
持
管
理
に
よ
り
、

桜
の
維
持
保
全
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
桜
土
手
は
、
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
一
方
、
樹

木
間
隔
が
狭
い
こ
と
に
よ

る
育
成
障
害
や
枝
枯
れ
、

根
上
り
な
ど
問
題
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
袋
川
サ
ク
ラ
管
理
計
画

策
定
協
議
会
」
に
お
い
て

課
題
点
や
対
策
な
ど
を
整

理
し
、
適
切
な
保
全
や
管

理
方
法
を
ま
と
め
、
本
市

を
代
表
す
る
桜
の
名
所
で

あ
る
桜
土
手
の
景
観
を
保

ち
、
末
永
く
市
民
に
親
し

ま
れ
る
場
と
な
る
よ
う
保

全
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

岡
田　

信
俊
（
会
派
新
生
）

袋
川
沿
い
桜
並
木
の

保
全
に
つ
い
て

問 

小
児
慢
性
特
定
疾
患

は
、
治
療
が
長
引
き
完
治

し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
肉

体
的
、
心
理
的
負
担
に
加

え
て
、
医
療
費
や
介
護
費

な
ど
の
大
き
な
経
済
的
負

担
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
県

外
の
医
療
機
関
で
の
治
療

に
は
様
々
な
経
費
が
か
さ

む
こ
と
と
な
る
。
本
市
独

自
の
取
組
で
あ
る
鳥
取
市

小
児
慢
性
特
定
疾
病
交
通

費
助
成
の
増
額
や
助
成
回

数
の
拡
充
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

答 

（
市
長
）
本
市
の
小
児

慢
性
特
定
疾
病
交
通
費
助

成
事
業
は
、
専
門
的
な
治

療
や
検
査
の
た
め
県
外
医

療
機
関
を
受
診
す
る
児
童

等
や
そ
の
家
族
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
療
養
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し

て
、
令
和
４
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
助
成
額
の
増
額
や
助

成
回
数
の
拡
充
な
ど
に
つ

い
て
は
、
県
外
医
療
機
関

を
受
診
す
る
頻
度
な
ど
、

改
め
て
現
状
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
児
童
等
や
そ

の
家
族
が
安
心
し
て
治
療

等
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
改
め
て
他

市
の
状
況
な
ど
も
研
究
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

小
児
慢
性
特
定
疾
病
対

策
に
つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。
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　一般質問（各個質問）

問 

産
後
ケ
ア
事
業
の
利

用
者
は
年
々
増
加
し
、
子

育
て
支
援
施
策
と
し
て
欠

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
国

は
、
本
年
６
月
に
利
用
対

象
者
を
「
支
援
を
必
要

と
す
る
全
て
の
者
」
と
の

拡
大
方
針
を
示
し
た
。
し

か
し
、
本
市
の
受
入
施
設

は
少
な
く
、
特
に
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
事
業
は
、
民
間

事
業
所
で
は
２
か
所
の
み

で
、
そ
の
運
営
は
厳
し
い

現
状
で
あ
る
。
民
間
事
業

所
の
継
続
に
つ
い
て
、
本

市
と
し
て
の
支
援
に
つ
い

て
伺
う
。

答 

（
市
長
）
本
市
の
産
後

ケ
ア
事
業
は
、
産
後
４
か

月
未
満
の
産
婦
と
乳
児
を

対
象
に
、
出
産
直
後
の
産

婦
の
孤
立
を
防
ぎ
、
育
児

不
安
の
解
消
や
心
身
の
安

定
を
図
る
た
め
、
市
内
８

事
業
所
の
助
産
所
施
設
等

に
お
い
て
、
心
身
の
ケ
ア

や
乳
児
の
お
世
話
の
仕
方

の
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
家
庭
で
の
健
や
か
な

育
児
に
つ
な
が
る
よ
う
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用

者
は
増
加
し
て
お
り
、
現

在
の
実
施
事
業
者
の
安
定

し
た
運
営
を
確
保
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
委

託
料
に
つ
い
て
は
、
鳥
取

県
が
標
準
単
価
の
設
定
を

検
討
し
て
お
り
、
本
市
と

し
て
も
、
よ
り
現
状
に
即

し
た
適
正
な
単
価
と
な

る
よ
う
に
、
実
施
事
業
者

の
現
場
の
声
を
伝
え
て
い

き
、
今
後
も
安
定
し
た
運

営
を
確
保
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

坂
根　

政
代
（
無
所
属
）

産
後
ケ
ア
事
業
所
へ
の

支
援
を

問 

政
府
は
、
令
和
６
年

４
月
か
ら
宅
地
を
含
む
全

て
の
土
地
の
相
続
登
記

を
義
務
付
け
る
と
し
、
過

去
の
相
続
も
対
象
と
な
る

他
、
違
反
者
に
は
10
万
円

以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
所
有
者
が

分
か
っ
て
も
所
在
が
不
明

で
連
絡
も
取
れ
な
い
等
、

問
題
を
ど
う
解
決
さ
れ
る

の
か
、
ま
た
登
記
よ
り
放

棄
の
方
向
に
進
む
こ
と
を

心
配
す
る
が
、
相
続
放
棄

地
を
増
や
さ
な
い
た
め
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

（
市
長
）
令
和
３
年
に

不
動
産
登
記
法
が
改
正
さ

れ
、
過
去
に
発
生
し
た
相

続
も
含
め
て
、
相
続
人
に

対
す
る
相
続
登
記
申
請
の

義
務
化
が
令
和
６
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
。
そ
れ

に
加
え
て
、
所
有
権
の
登

記
名
義
人
に
対
し
住
所
等

の
変
更
登
記
の
申
請
が
義

務
化
さ
れ
る
ほ
か
、
手

続
簡
素
化
の
観
点
か
ら
、

本
人
の
了
解
が
あ
る
と
き

は
登
記
官
が
他
の
公
的
機

関
か
ら
取
得
し
た
情
報
に

基
づ
き
、
職
権
で
住
所
変

更
等
の
登
記
を
す
る
仕
組

が
、
令
和
８
年
４
月
ま
で

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
法
整

備
に
よ
り
、
所
有
者
の
所

在
が
不
動
産
登
記
簿
で
確

認
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

い
く
も
の
と
期
待
で
き
、

本
市
と
し
て
も
制
度
の
周

知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

（
農
業
委
員
会
会
長
） 

農

業
委
員
会
と
し
て
は
、
相

続
放
棄
す
る
よ
う
な
農
地

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

市
や
農
地
中
間
管
理
機
構

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

農
地
の
受
け
手
の
確
保
や

第
三
者
へ
の
承
継
を
進
め

て
い
く
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問 

災
害
時
、
避
難
す
る

た
め
に
支
援
が
必
要
な

「
避
難
行
動
要
支
援
者
」

の
避
難
は
、
市
役
所
、
消

防
署
、
警
察
署
等
の
行
政

機
関
、
社
会
福
祉
協
議
会

等
の
中
間
支
援
機
関
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
自

主
防
災
会
、
自
治
会
等
の

地
域
住
民
が
よ
く
話
し
合

い
、
避
難
の
初
動
体
制
・

避
難
行
動
等
を
具
体
的
に

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
の
本
市
の
考
え
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
発
災
時
の
初

動
に
つ
い
て
は
、
自
分
を

守
る
「
自
助
」
と
地
域
で

助
け
合
う
「
共
助
」
が
重

要
と
な
る
。
日
頃
か
ら
の

備
え
と
し
て
、
非
常
用
の

持
出
品
を
用
意
し
て
お
く

こ
と
、
気
象
情
報
や
災
害

に
関
す
る
情
報
の
入
手
方

法
や
避
難
場
所
を
決
め
て

お
く
こ
と
な
ど
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
、
避
難
に
関

す
る
支
援
者
の
方
を
決
め

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
あ

る
。
こ
の「
自
助
」と「
共

助
」
で
成
り
立
っ
て
い
る

の
が
避
難
行
動
要
支
援
者

支
援
制
度
で
あ
り
、
こ
の

制
度
の
普
及
促
進
が
急
務

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
は
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
地
域
の
中
で
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
く
よ
う

に
、
鳥
取
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
協
働
し
て
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

岡
田　
　

実
（
無
所
属
）

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援

者
の
避
難
に
つ
い
て

星
見　

健
蔵
（
会
派
新
生
）

相
続
登
記
義
務
化
に
よ
る

放
棄
地
防
止
を

各議員の氏名横の QR コードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。



6とっとり市議会だより 令和５年９月定例会号

一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）　

問

消
防
団
は
、
火
災
や

災
害
時
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
近
年
、
地

域
の
高
齢
化
に
よ
り
、
消

防
団
員
数
は
１
３
５
４
人

の
定
数
を
慢
性
的
に
割
っ

て
い
る
。
三
朝
町
で
は
、

令
和
４
年
11
月
に
消
防
団

員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
消
防
団
活
動

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
本

市
消
防
団
員
に
対
し
て
も

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
消
防
団
員
の
思
い
や

意
見
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を

尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
三
朝
町
消
防

団
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
、
消
防
団
員
の
活

動
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
処
遇
改
善
や
操
法

大
会
等
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
、
団
員
の
意
見
を

聴
取
す
る
た
め
、
全
団
員

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

鳥
取
市
消
防
団
に
情
報
提

供
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
消

防
団
が
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
幹
部
会
議
や
活
性

化
対
策
検
討
委
員
会
で
の

取
組
の
中
で
、
消
防
団
自

ら
が
判
断
し
て
い
た
だ
く

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
必
要
な
情
報
に
つ
い

て
は
随
時
提
供
し
て
い
き

た
い
。

長
坂　

則
翁
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

本
市
消
防
団
員
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

問

鳥
取
市
は
国
土
強
靱

化
地
域
計
画
を
策
定
し
、

最
大
限
の
自
然
災
害
時

に
も
市
民
の
暮
ら
し
が
機

能
不
全
に
陥
ら
な
い
よ
う

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
が
、
台
風

７
号
で
は
随
所
で
機
能
不

全
が
生
ま
れ
た
。
強
靱
化

施
策
は
十
分
効
果
を
示
し

た
か
。
ま
た
、
こ
の
状
況

を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
整
備
を
全
庁
的
に

ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

取
り
組
む
国
土
強
靱
化
計

画
を
改
善
す
べ
き
と
考
え

る
が
市
長
に
伺
う
。

答
（
市
長
）
本
市
の
国
土

強
靱
化
地
域
計
画
は
、
い

か
な
る
自
然
災
害
が
起

こ
っ
て
も
機
能
不
全
に
陥

る
こ
と
が
避
け
ら
れ
る
よ

う
な
安
心
・
安
全
な
社
会

を
構
築
す
る
た
め
、
大
規

模
自
然
災
害
発
生
に
よ
る

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
を
想
定

し
た
上
で
現
状
の
脆
弱
性

の
分
析
評
価
を
行
い
、
各

施
策
分
野
の
強
靱
化
に
向

け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
今
回

の
台
風
７
号
に
よ
る
災
害

は
、
過
去
の
豪
雨
災
害
と

比
較
し
て
も
想
定
の
枠
を

超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
国
土
強
靱
化
地

域
計
画
の
改
定
作
業
に
着

手
し
て
い
る
。
計
画
の
見

直
し
に
当
た
っ
て
は
、
こ

の
た
び
の
被
害
等
の
状
況

を
踏
ま
え
、
現
計
画
の
取

組
内
容
を
再
評
価
し
た
上

で
、
近
年
の
大
規
模
自
然

災
害
で
顕
在
化
し
た
線
状

降
水
帯
の
発
生
な
ど
に
よ

る
豪
雨
の
激
甚
化
へ
の
対

応
や
避
難
所
等
に
お
け
る

感
染
症
対
策
な
ど
の
新
た

な
課
題
に
対
し
、
流
域
治

水
に
よ
る
防
災
・
減
災
に

向
け
た
取
組
な
ど
、
必
要

な
追
加
施
策
等
を
盛
り
込

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

太
田　
　

緣
（
無
所
属
）

国
土
強
靱
化
地
域
計
画

の
改
善
を

問

人
生
１
０
０
年
時
代

の
健
康
増
進
に
は
病
気
へ

の
予
防
施
策
が
重
要
と
考

え
る
。
し
か
し
、
生
活
習

慣
対
策
、
健
康
診
断
に
よ

る
早
期
発
見
等
は
重
要
施

策
で
は
あ
る
が
、
成
人
に

な
っ
て
か
ら
は
生
活
習
慣

が
常
習
化
し
て
お
り
、
こ

の
点
で
健
康
増
進
施
策
が

難
し
い
と
考
え
る
。
そ
こ

で
、
幼
少
期
か
ら
の
健
康

知
識
、
病
気
知
識
の
学
習

で
、
生
涯
を
通
じ
て
の
病

気
の
予
防
思
考
を
醸
成
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
尋
ね

る
。

答
（
市
長
）
子
ど
も
の
頃

か
ら
、
健
康
に
関
す
る
知

識
を
正
し
く
理
解
し
、
主

体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本

市
で
は
、
生
活
の
基
礎
と

な
る
生
活
リ
ズ
ム
や
食
習

慣
や
運
動
等
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
生
活
習
慣
の
確
立

に
向
け
た
啓
発
の
取
組
を

進
め
て
い
る
。
小
中
学
校

で
は
、
保
健
体
育
の
授
業

の
中
で
、
喫
煙
と
が
ん
と

の
関
係
や
生
活
習
慣
病
の

予
防
な
ど
を
、
発
達
段
階

に
応
じ
て
学
ん
で
い
る
。

　

児
童
生
徒
が
自
ら
健
康

へ
の
理
解
を
深
め
、
健
康

的
な
生
活
習
慣
の
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
教
育
委
員
会
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
本
市
の

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に

よ
る
出
前
講
座
を
行
う
な

ど
、
さ
ら
な
る
健
康
教
育

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

魚
﨑　
　

勇
（
会
派
新
生
）

健
康
増
進
に
つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。



7 とっとり市議会だより 令和５年９月定例会号

　一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）

問 

市
内
に
は
86
カ
所
の

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
離
着

陸
場
）
が
あ
る
。
今
回
の

台
風
７
号
の
被
害
を
見
る

と
、
山
間
部
を
中
心
に
道

路
が
崩
落
し
、
交
通
が
寸

断
さ
れ
て
い
た
。
緊
急
要

請
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き

な
く
な
り
、
住
民
の
命
を

助
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
。
こ
の
よ
う
な
中
山

間
地
域
に
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
増
設
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
長
の
見
解
を

尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
災
害
時
の
離

着
陸
場
所
に
つ
い
て
は
、

原
則
、
予
め
設
定
し
た
ラ

ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
緊
急
時
に
は
、
機

長
及
び
消
防
機
関
の
現

場
判
断
に
よ
り
、
関
係
機

関
に
よ
る
使
用
の
実
績
に

よ
っ
て
確
認
が
取
れ
て
い

る
離
着
陸
場
所
を
使
用
す

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で

対
応
で
き
な
い
よ
う
な
場

所
に
つ
い
て
は
、
消
防
防

災
ヘ
リ
等
に
よ
る
救
助
と

の
連
携
に
よ
り
臨
時
対
応

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。な
お
、ラ
ン
デ
ブ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
指
定
に
つ
い

て
は
、
消
防
局
が
基
準
に

合
っ
た
候
補
地
を
挙
げ
、

運
航
会
社
が
現
地
調
査
し

た
上
で
、
鳥
取
県
が
決
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
ラ

ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
増

設
の
必
要
性
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
消
防
局
へ
協
議

を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

勝
田　

鮮
二
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に

関
連
し
て

問 

青
谷
地
域
で
は
、
小

学
校
の
通
学
に
路
線
バ
ス

を
利
用
し
て
き
た
。
来

春
に
路
線
廃
止
が
計
画
さ

れ
、「
鳥
取
市
有
償
バ
ス
」

で
代
替
え
と
な
る
。
子
ど

も
達
の
通
学
費
助
成
の
今

後
の
対
応
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
約
二
十
年
に
わ

た
り
調
査
活
動
が
続
け
ら

れ
て
き
た
「
青
谷
上
寺
地

遺
跡
」
の
史
跡
公
園
整
備

が
す
す
め
ら
れ
関
連
施
設

の
開
設
準
備
が
進
ん
で
い

る
。
地
域
と
の
協
働
は
ど

う
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
で

は
、
公
共
交
通
機
関
等
で

通
学
す
る
場
合
に
、
保
護

者
の
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
保
護
者
が

負
担
す
る
一
定
額
を
超
え

た
部
分
を
本
市
が
補
助
を

行
う
遠
距
離
通
学
費
の
補

助
金
制
度
を
設
け
て
い

る
。
こ
の
度
の
市
有
償
バ

ス
の
移
行
に
お
い
て
も
、

同
様
の
通
学
費
補
助
を
適

用
し
、
保
護
者
負
担
が
増

え
る
こ
と
は
な
い
。

　

ま
た
、
本
市
は
青
谷
上

寺
地
遺
跡
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

令
和
３
年
度
か
ら
青
谷
地

域
に
ぎ
わ
い
創
出
実
行
委

員
会
に
、
青
谷
上
寺
地
遺

跡
利
活
用
推
進
事
業
部
会

を
新
た
に
加
え
、
青
谷
か

み
じ
ち
フ
ェ
ス
タ
や
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
考
え
る

集
い
な
ど
を
実
施
し
て
き

た
。
ま
た
、
鳥
取
市
西
商

工
会
と
連
携
し
て
青
谷
か

み
じ
ち
お
も
て
な
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

史
跡
公
園
オ
ー
プ
ン
後

も
、
地
域
住
民
を
巻
き
込

ん
だ
魅
力
発
信
や
地
域
活

性
化
の
取
組
を
引
き
続
き

進
め
て
い
き
た
い
。

問 

本
市
の
自
治
会
支
援

で
は
、
町
区
活
動
費
３
５

０
０
０
円
と
１
世
帯
７

０
０
円
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。
平
成
16
年
の
市
町
村

合
併
後
、
平
成
22
年
よ
り

統
一
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
積
算
根
拠
も
明
ら

か
で
な
い
活
動
費
の
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事

業
で
は
、
食
糧
費
は
補
助

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

納
涼
祭
な
ど
自
治
会
イ
ベ

ン
ト
に
対
す
る
補
助
対
象

を
緩
和
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
市
町
村
合
併

か
ら
20
年
が
経
過
し
、
そ

の
間
に
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
進
展
を
し
、
自

治
会
を
取
り
巻
く
状
況
は

非
常
に
大
き
く
変
化
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
自
治
会
の
加
入
率
も

減
少
し
て
い
る
現
実
が
あ

る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
現

在
の
自
治
会
活
動
活
性
化

支
援
制
度
の
見
直
し
は
必

要
だ
と
考
え
て
お
り
、
鳥

取
市
自
治
連
合
会
と
一
緒

に
な
っ
て
考
え
て
い
き
た

い
。

　

３
年
余
に
わ
た
る
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
も
以
前
の
よ
う

な
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ

り
、
時
代
は
確
実
に
変
化

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
納
涼
祭
な
ど
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支

援
す
る
補
助
制
度
に
つ
い

て
は
、
自
治
会
の
皆
様
の

様
々
な
御
要
望
や
御
意
見

等
を
伺
い
な
が
ら
、
補
助

金
の
事
業
効
果
や
他
の
補

助
金
と
の
整
合
性
を
考
え

て
、
補
助
金
の
あ
り
方
を

研
究
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

上
杉　

栄
一
（
会
派
新
生
）

自
治
会(

町
内
会)

活
動
支
援
に
関
連
し
て

金
田　

靖
典
（
日
本
共
産
党
）

地
域
の
活
性
化
の

た
め
に

各議員の氏名横の QR コードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。



8とっとり市議会だより 令和５年９月定例会号

一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）　

問 

育
ち
盛
り
の
子
ど
も

に
と
っ
て
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
い
い
学
校
給
食
は

と
て
も
重
要
で
あ
る
。
物

価
高
騰
の
中
、
献
立
を
工

夫
し
て
い
る
が
、
２
０
２

２
年
度
の
献
立
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
が
２
０
２
０
年
度

よ
り
小
学
校
で
29
㎉
減
、

中
学
校
で
は
30
㎉
減
で
改

善
が
必
要
だ
。
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
保
護
者
負

担
を
増
や
さ
ず
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
を
元
に
戻
し
て
子

ど
も
の
成
長
・
発
達
を
保

障
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
で

は
、
文
部
科
学
省
が
示
す

学
校
給
食
摂
取
基
準
を
目

安
に
カ
ロ
リ
ー
を
計
算
し

て
お
り
、
物
価
高
騰
の
中

に
お
い
て
も
、
地
産
地
消

の
ほ
か
、
安
価
で
安
全
・

安
心
な
食
材
の
調
達
に
努

め
、
概
ね
基
準
に
沿
っ
た

献
立
を
提
供
し
て
い
る
。

献
立
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
カ
ロ
リ
ー
だ
け
で
は

な
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
喜

ん
で
口
に
す
る
メ
ニ
ュ
ー

の
作
成
な
ど
、
日
々
様
々

な
工
夫
を
し
な
が
ら
行
っ

て
い
る
。
こ
こ
７
年
間
で

２
０
２
０
年
が
一
番
高

く
、
２
０
２
２
年
が
一

番
低
い
カ
ロ
リ
ー
だ
っ

た
。
７
年
平
均
だ
と
２
０

２
２
年
は
小
学
校
で
15
㎉

程
度
、
中
学
校
は
17
㎉
程

度
と
、
確
か
に
年
平
均
で

数
％
程
度
の
カ
ロ
リ
ー
減

と
な
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
更
な
る
献
立
の
工
夫

に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
栄
養
や
必
要
な
カ
ロ

リ
ー
の
確
保
を
図
り
、
安

全
・
安
心
か
つ
美
味
し
い

給
食
の
提
供
に
努
め
て
い

く
。

伊
藤　

幾
子
（
日
本
共
産
党
）

学
校
給
食
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
改
善
を
!!

問 

私
の
地
元
の
国
府
町
で

も
中
山
間
地
を
中
心
に
、

か
つ
て
な
い
被
害
が
発
生

し
た
。
私
も
自
治
会
長
の

方
等
と
現
地
を
徒
歩
で
何

時
間
も
か
け
て
現
場
を
確

認
し
た
。
特
に
今
後
の
農

業
経
営
に
対
す
る
不
安
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
国

府
町
の
農
業
関
係
の
被
害

状
況
と
、
水
稲
や
白
ネ
ギ

等
の
農
作
物
被
害
に
対
す

る
救
済
や
、
土
砂
や
流
木

な
ど
の
撤
去
等
の
復
旧
費

用
の
受
益
者
負
担
割
合
な

ど
、
詳
し
い
内
容
を
伺
う
。

答 

（
農
林
水
産
部
長
）
今

回
の
台
風
に
よ
る
国
府
地

域
の
現
時
点
に
お
け
る
農

地
の
被
害
箇
所
は
75
箇
所

で
被
害
額
約
４
千
４
百
万

円
、
農
業
用
施
設
で
は
、

１
０
３
箇
所
で
被
害
額
約

２
億
１
千
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

（
市
長
）
台
風
被
害
を
受

け
た
農
作
物
へ
の
対
策
と

し
て
、
専
決
補
正
予
算
に

よ
り
、
野
菜
や
果
樹
等
へ

の
緊
急
防
除
に
よ
る
病
害

虫
予
防
や
、
ハ
ウ
ス
や
果

樹
棚
の
撤
去
・
復
旧
に
係

る
経
費
に
対
す
る
支
援
措

置
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
収
入
保
険
制

度
や
、
農
業
共
済
制
度
へ

の
加
入
促
進
の
Ｐ
Ｒ
や
掛

金
助
成
も
積
極
的
に
推
進

し
、
今
後
の
災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
農
地
や
農
業

用
施
設
の
補
助
災
害
復
旧

に
係
る
受
益
者
負
担
金

を
、
農
地
災
害
の
場
合
は

事
業
費
の
6.5
％
、
農
業
用

施
設
災
害
の
場
合
は

4.5
％
、
ま
た
農
業
用
施
設

災
害
で
は
、
受
益
者
１
戸

当
り
の
負
担
金
上
限
を
３

万
５
千
円
と
し
て
い
る

が
、
近
年
の
災
害
の
激
甚

化
な
ど
を
踏
ま
え
、
負
担

率
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

浅
野　

博
文
（
公
明
党
）

台
風
7
号
関
連
に

つ
い
て

問 

本
年
５
月
に
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
に
よ
る
８
月
ま
で

の
上
期
の
経
営
状
況
と
下

期
の
経
営
見
込
み
に
つ
い

て
尋
ね
る
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
が
始
ま
っ
た
令
和
元

年
度
か
ら
令
和
４
年
度
の

間
に
看
護
師
正
職
員
が
26

名
減
と
退
職
補
充
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
の
状
況
の
説
明
と

併
せ
て
、
今
後
の
看
護
体

制
及
び
鳥
取
市
立
病
院
の

方
向
性
を
尋
ね
る
。

答 

（
病
院
事
業
管
理
者
）

　

今
年
度
８
月
ま
で
の
状

況
は
、
入
院
収
益
は
前
年

よ
り
約
１
億
５
千
万
円
の

増
収
、
外
来
収
益
は
約
４

千
万
円
の
減
収
で
約
１
億

１
千
万
円
の
増
収
と
な
る

が
、
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金

が
５
類
移
行
で
減
収
と
な

り
、
収
支
は
前
年
よ
り
約

１
億
５
千
万
円
悪
化
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
関
連
補

助
金
が
10
月
以
降
廃
止
さ

れ
、
収
支
は
約
４
億
１
千

万
円
悪
化
す
る
と
想
定
し

て
い
る
。

　

看
護
職
員
減
の
う
ち

10
人
に
つ
い
て
は
２
病

棟
を
１
病
棟
に
統
合
す
る

た
め
計
画
的
に
減
ら
し
た

も
の
で
、
コ
ロ
ナ
５
類
移

行
に
伴
い
不
要
と
な
っ
た

専
用
病
棟
の
改
修
を
行
う

た
め
１
病
棟
18
人
の
配
置

を
行
っ
て
い
な
い
の
で
、

現
状
で
は
看
護
師
不
足
は

生
じ
て
い
な
い
。
改
修
は

約
３
年
程
度
を
要
す
る
の

で
、
現
在
の
看
護
師
数
を

維
持
で
き
れ
ば
、
看
護
体

制
に
問
題
な
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
策
定
す
る

「
鳥
取
市
立
病
院
経
営
強

化
プ
ラ
ン
」
で
、
黒
字
経

営
の
た
め
に
必
要
と
な
る

病
床
数
や
医
師
・
看
護
師

等
職
員
数
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

足
立　

考
史
（
無
所
属
）

鳥
取
市
立
病
院
の

運
営
に
つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。
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　一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）

問 

若
者
た
ち
が
鳥
取
市

の
※

Ｄ
Ｘ
は
凄
い
よ
ね
！

と
実
感
で
き
、
未
来
に

希
望
や
ワ
ク
ワ
ク
を
感
じ

ら
れ
る
街
に
し
て
い
き
た

い
。
前
例
踏
襲
を
や
め
て

挑
戦
す
る
。
失
敗
を
恐
れ

な
い
。
鳥
取
か
ら
変
え
て

い
く
‼
市
民
の
※
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
醸
成
し
鳥

取
の
好
循
環
を
創
っ
て
い

く
為
に
も
、
今
こ
そ
都
市

宣
言
を
出
し
て
更
な
る
Ｄ

Ｘ
を
実
践
し
て
い
く
べ
き

時
だ
と
考
え
る
。
他
の
自

治
体
は
進
め
て
い
る
。
本

市
に
は
危
機
感
を
持
っ
て

ほ
し
い
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

第
11
次
鳥
取
市
総
合
計
画

で
、
全
て
の
施
策
に
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
を
盛
り
込
む
と
と

も
に
、
鳥
取
市
Ｄ
Ｘ
推
進

方
針
で
定
め
た
基
本
理
念

や
基
本
方
針
を
基
に
施
策

を
展
開
す
る
な
ど
、
本
市

の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地

域
社
会
や
行
政
の
Ｄ
Ｘ
を

強
力
に
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
職
員
の
デ
ジ
タ

ル
ス
キ
ル
の
向
上
は
も
と

よ
り
、
市
民
や
事
業
者
の

皆
様
の
意
識
の
醸
成
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
行
政
・
市
民
・

事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
御
提
案
い
た
だ

い
た
よ
う
に
明
確
に
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
最
も
適
し

た
方
法
等
に
つ
い
て
、
先

進
都
市
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
研
究
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

※ 

Ｄ
Ⅹ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は

　

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活

を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方

向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

※ 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は

　

 

健
康
で
安
心
な
こ
と
、
満
足
で

き
る
生
活
状
態

玉
木　

裕
一
（
無
所
属
）

デ
ジ
タ
ル
王
国
Ｔ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ

へ
向
け
て
鳥
取
市
を
Ｄ
Ｘ

問 

令
和
５
年
度
中
に
、

ホ
ー
ル
等
文
化
施
設
の
在

り
方
に
関
す
る
基
本
方
針

を
策
定
す
る
と
伺
っ
た
。

既
存
施
設
の
老
朽
化
の
現

状
や
新
た
な
施
設
の
実
現

を
望
む
市
民
の
方
々
の
想

い
を
踏
ま
え
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
新
年
度
予

算
に
、
文
化
施
設
再
編
整

備
の
関
連
経
費
を
計
上
す

る
に
は
、
２
０
２
３
年
内

に
基
本
方
針
の
策
定
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
決
意
を
伺
う
。

答 

（
市
長
）
市
民
会
館
や

福
祉
文
化
会
館
な
ど
、
既

存
施
設
の
老
朽
化
は
年
々

進
ん
で
お
り
、
耐
震
対
策

な
ど
利
用
者
の
安
全
安

心
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど

利
便
性
の
確
保
、
修
繕
・

維
持
管
理
経
費
な
ど
負
担

抑
制
の
面
な
ど
か
ら
、
早

期
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
市

議
会
に
お
け
る
議
論
や
関

係
団
体
な
ど
か
ら
の
要

望
、
ま
た
、「
ホ
ー
ル
等

文
化
施
設
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
委
員
会
」
か
ら

の
提
言
、
さ
ら
に
は
こ
の

た
び
の
市
民
政
策
コ
メ
ン

ト
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な

ど
を
踏
ま
え
、
新
た
な
文

化
施
設
へ
の
期
待
も
高

ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
も
今
年
度

中
の
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
基
本
方
針
を
確
定

し
、
来
年
度
以
降
の
具
体

的
な
検
討
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

食
べ
る
こ
と
は
、
生

命
を
維
持
す
る
上
で
欠
か

せ
な
い
。
本
市
で
は
「
こ

ど
も
食
堂
」
を
「
地
域
食

堂
」と
呼
び
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
食
事
提
供
を
、
地
域

の
つ
な
が
り
や
見
守
り
、

支
え
あ
い
意
識
の
育
成
を

目
的
に
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
取
組
が
全
国
的
に
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。「
地

域
食
堂
」
は
、
食
品
衛
生

の
適
用
は
な
く
、
届
出
も

不
要
で
あ
る
。
衛
生
管
理

に
対
す
る
指
導
や
予
防
策

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答 

（
人
権
政
策
局
長
）
地

域
食
堂
を
対
象
と
し
た
食

品
衛
生
研
修
は
、「
麒
麟

の
ま
ち
地
域
食
堂
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
「
と
っ
と
り

子
ど
も
の
居
場
所
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
え
ん
た
く
（
県

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」
が
そ

れ
ぞ
れ
年
１
回
実
施
し
て

お
り
、
各
食
堂
に
は
年
１

回
は
受
講
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
食
堂
の

責
任
者
に
は
、
一
般
社
団

法
人
鳥
取
県
食
品
衛
生
協

会
が
主
催
す
る
食
品
衛
生

責
任
者
講
習
も
受
け
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。
本
市
は
、
地
域
食

堂
の
食
の
安
全
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
各
食
堂
に
職
員

が
出
向
い
て
運
営
や
衛
生

管
理
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
こ
と
や
、
食
中

毒
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
、そ
の
都
度
、調
理
、

食
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て

注
意
喚
起
を
図
る
情
報
を

お
伝
え
し
て
い
る
。

（
市
長
）
食
の
安
全
確
保

に
向
け
、
今
後
も
衛
生
講

習
会
の
受
講
や
、
自
主
的

な
研
修
会
を
開
催
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
各
事
業
者

で
衛
生
管
理
に
関
す
る
意

識
の
向
上
が
図
ら
れ
る
取

り
組
み
が
進
む
よ
う
、
保

健
所
と
担
当
部
署
が
連
携

し
て
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
く
。

米
村　

京
子
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

「
地
域
食
堂
」
の
「
食
」

の
安
全
に
つ
い
て

加
嶋　

辰
史
（
開
政
）

新
た
な
文
化
施
設
の

早
期
実
現
を
!!!

各議員の氏名横の QR コードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。

ホール等文化施設のあり方について 49件の市民政策コメントにおける意見を集約した

複合･集約 8 旧市役所跡地 8
分離配置 3 市街地・市中心部 5
新たな施設整備反対 1 駅周辺等 2
1,000人規模 4 湖山 1
音楽・小ホール 22 1カ所集約 1
音楽 3 その他(落ち着いた場所) 1
駐車場 3 合計 18
市民会館維持 2
その他機能重視 1
合計 47

規模等

場
所

令和5年9月定例会　開政　加嶋辰史　一般質問議場配布資料

令和５年９月定例会　一般質問議場配布資料



10とっとり市議会だより 令和５年９月定例会号

一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）　

問 

農
業
振
興
策
と
し
て

の
重
点
項
目
は
、
農
地
農

用
地
の
確
保
と
「
人
づ

く
り
・
組
織
づ
く
り
」
が

重
要
で
あ
り
必
要
と
考
え

る
。
関
係
課
の
連
携
を
強

化
し
て
、
各
地
域
に
出
か

け
る
な
ど
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
づ
く
り
や
後
継

者
対
策
な
ど
地
域
の
諸
課

題
に
つ
い
て
、
各
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
農
業
部
会

な
ど
で
話
し
合
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
と

し
て
の
取
組
を
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

農
産
物
の
生
産
者
の
育

成
・
確
保
は
も
と
よ
り
、

各
地
域
で
収
穫
さ
れ
る
農

産
物
の
加
工
や
販
売
等
を

通
し
て
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
取
り
組
む
人

材
や
組
織
の
育
成
も
、
今

後
の
農
業
振
興
や
中
山
間

地
域
の
活
性
化
に
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
、
地
域
に
お
け
る
各

種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

な
ど
に
よ
る
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
組
に
、

地
域
農
業
を
生
か
し
た
取

組
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
中
で
、
農

業
に
関
す
る
課
題
解
決
の

取
組
を
進
め
て
い
る
７
団

体
（
明
治
、
国
府
町
谷
、

気
高
町
宝
木
、
気
高
町
逢

坂
、
鹿
野
町
鹿
野
、
青
谷

町
日
置
、
青
谷
町
勝
部
）

以
外
の
地
域
に
お
い
て

も
、
農
業
に
関
わ
る
地
域

課
題
の
把
握
に
努
め
、
関

係
部
局
が
連
携
を
し
て
農

業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性

化
の
取
組
に
つ
な
が
る
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

寺
坂　

寛
夫
（
会
派
新
生
）

農
業
振
興
策
へ
の

人
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
を
！

問 

こ
の
度
、
鳥
取
駅
南
側

エ
リ
ア
の
美
保
地
区
、
美

保
南
地
区
で
乗
合
交
通
の

実
証
運
行
が
行
わ
れ
る
に

あ
た
り
、
全
て
の
関
係
者

の
皆
さ
ま
は
大
い
に
期
待

さ
れ
て
い
る
。
乗
合
交
通

の
目
指
す
姿
と
し
て
、
全

て
の
人
が
自
由
に
移
動
で

き
、
移
動
目
的
を
創
る
こ

と
に
よ
り
、
ま
ち
全
体
の

賑
わ
い
へ
と
繋
げ
る
と
あ

る
が
、
事
業
の
目
的
に
つ

い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
オ
ン
デ
マ
ン

ド
乗
合
交
通
は
、
携
帯
ア

プ
リ
や
電
話
で
の
予
約
に

よ
り
、
移
動
ニ
ー
ズ
が
高

い
場
所
に
設
置
す
る
乗
降

ス
ポ
ッ
ト
間
を
複
数
の
人

で
乗
り
合
っ
て
移
動
す

る
便
利
な
交
通
手
段
で
あ

る
。

　

こ
の
新
し
い
交
通
の
導

入
実
験
を
、
商
業
、
医

療
、
金
融
な
ど
多
様
な
分

野
の
施
設
や
店
舗
、
公
共

施
設
が
集
積
し
、
人
口
が

密
集
す
る
鳥
取
駅
南
側
地

域
に
お
い
て
実
施
す
る
こ

と
で
、
新
し
い
人
の
流
れ

を
生
み
出
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
外
出
機
会
の

創
出
へ
の
影
響
を
検
証
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
な
ど
と
の
相
互
利
用

に
よ
る
公
共
交
通
全
体
の

利
用
率
の
向
上
も
目
指
し

て
お
り
、
自
家
用
車
に
過

度
に
頼
ら
な
い
環
境
づ
く

り
や
意
識
の
醸
成
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

砂
田　

典
男
（
会
派
新
生
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通

の
実
証
運
行
に
つ
い
て

問 

台
風
で
大
災
害
と
な
っ

た
佐
治
地
域
に
お
い
て
、

田
、
畑
、
果
樹
園
な
ど
農

耕
地
の
来
春
の
作
付
け
ま

で
の
復
旧
、
ま
た
、
土
砂

流
出
に
よ
り
流
れ
な
く

な
っ
た
生
活
用
水
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
る
農
業

用
水
路
の
復
旧
を
求
め

る
。
今
こ
そ
必
要
と
さ
れ

る
モ
デ
ル
地
域
と
な
っ
た

脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
組

の
計
画
見
直
し
に
つ
い
て

問
う
。
最
後
に
今
後
の
希

望
あ
る
生
活
に
向
け
て
、

市
長
の
復
興
に
対
す
る
考

え
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
農
地
が
流
出

し
た
り
畦
畔
法
面
が
崩
落

す
る
な
ど
被
害
が
大
規
模

な
も
の
は
、
復
旧
ま
で
に

時
間
を
要
す
る
が
、
農
地

所
有
者
や
河
川
管
理
者
等

の
関
係
者
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
早
期
の
復
旧
に
努

め
る
。
ま
た
、
農
地
へ
の

小
規
模
な
土
砂
流
入
な
ど

は
、
極
力
、
来
年
の
作
付

け
に
間
に
合
う
よ
う
復
旧

に
取
り
組
む
。
通
水
が
急

が
れ
る
用
水
路
は
、
緊
急

的
に
土
砂
撤
去
や
仮
設
パ

イ
プ
の
設
置
等
を
行
い
、

大
規
模
な
復
旧
を
除
き
、

可
能
な
限
り
早
期
復
旧
に

努
め
る
。

　

脱
炭
素
先
行
地
域
の
取

組
と
し
て
２
か
所
で
計
画

し
て
い
る
水
力
発
電
事
業

は
、
次
年
度
以
降
に
延
期

す
る
こ
と
と
な
る
が
、
国

の
交
付
金
が
活
用
で
き
る

令
和
10
年
度
ま
で
に
着
実

に
計
画
を
進
め
て
い
く
。

　

甚
大
な
被
害
か
ら
の
迅

速
な
復
旧
に
向
け
、
本
格

的
な
復
旧
費
用
の
積
算
を

進
め
て
お
り
、
速
や
か
に

対
策
予
算
を
編
成
し
、
対

応
し
て
い
く
。
佐
治
地
域

は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆

様
の
安
全
・
安
心
な
生
活

を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
全
庁
一
丸
と

な
っ
て
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

谷
口　

明
子
（
公
明
党
）

佐
治
地
域
の
振
興
に

つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。
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　一般質問（各個質問）　一般質問（各個質問）

問

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
は
聴
覚
障
が
い

や
言
語
機
能
障
が
い
、
日

本
語
で
の
会
話
が
難
し
い

外
国
人
な
ど
、
音
声
言
語

に
よ
る
や
り
取
り
に
困
難

さ
を
抱
え
る
様
々
な
方
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
で

あ
る
。
現
在
は
一
部
の
施

設
の
み
に
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
公
共
施
設
に

広
く
設
置
を
し
て
い
く
意

向
は
あ
る
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
設
置
を
進
め
て
い
く
の

か
。

答
（
市
長
）
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
は
、

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

に
限
ら
ず
、
外
国
の
方
な

ど
、
話
し
言
葉
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
困

難
の
あ
る
方
と
の
意
思
疎

通
を
助
け
る
ツ
ー
ル
と
し

て
、
相
互
に
用
件
を
伝
え

合
う
こ
と
が
で
き
る
簡
易

で
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
に
よ
る
意

思
疎
通
支
援
は
、
障
害
者

差
別
解
消
法
に
お
い
て
行

政
機
関
の
義
務
と
さ
れ
て

お
り
、
障
が
い
の
あ
る
方

に
対
す
る
合
理
的
配
慮
と

し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
、
積
極

的
に
公
共
施
設
へ
の
設
置

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

本
年
度
中
を
目
途
に
、

施
設
や
利
用
者
の
状
況
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
の
設
置
が
必
要
と

思
わ
れ
る
公
共
施
設
に
設

置
を
進
め
な
が
ら
、
障
害

者
差
別
解
消
法
改
正
の
周

知
と
併
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を
合

理
的
配
慮
の
事
例
と
し
て

広
く
紹
介
し
、
普
及
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

柳　
　

大
地
（
無
所
属
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
の
設
置
に
つ
い
て

各議員の氏名横の QR コードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。

　市議会の本会議は公開されており、すべての方に傍聴していただけます。

Ｑ．場所はどこ？
Ａ．傍聴席は、市役所本庁舎７階にあります。

Ｑ．いつ開催されるの？
Ａ． 定例会の日程は、この市議会だよりでお知らせしています。また、市議会のホームページでは定例会

のほか、臨時会、委員会の開催予定についてもお知らせしています。

Ｑ．手続きは必要？
Ａ． 個人であれば傍聴席に直接お越しいただき、手続き不要で傍聴できます。団体での傍聴は、あらかじ

め市議会事務局にご連絡ください。

Ｑ．何人くらい傍聴できるの？
Ａ． 一般傍聴席が 47 席、親子傍聴席が２席、車イス専用スペースが４席分

あります。

Ｑ．議員や執行部の応援をしてもいい？
Ａ． 傍聴席では、拍手などで言動に対する可否を表明してはいけません。そ

の他にも傍聴の際には守っていただく事項があり、主だった事柄については傍聴席入口に掲示してい
ますので、ご一読の上傍聴してください。

Ｑ．平日の昼間に議場に行くことができないけど？
Ａ． ケーブルテレビの「ぴょんぴょんチャンネル」で本会議の全日程を生放送（定例会のみ）と当日午後

６時から再放送をしています。「鳥取市議会インターネット放送局」でも生放送（定例会のみ）と本会
議終了後、概ね３日後から録画中継を配信しています。ぜひ、ご覧ください。

Ｑ．委員会を傍聴するには？
Ａ． 委員会の傍聴には、受付票への記入が必要となります。団体での傍聴を希望される場合は、あらかじ

め市議会事務局にご連絡ください。

　市民の生活に直結する多くのことが、この議場で決められています。傍聴席からは、鳥取市政の今を見
ることができます。ぜひ一度、議場にお越しください！

議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？

親子傍聴席を完備しています



一般質問（各個質問）　
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令和５年９月定例会の審議結果

　令和５年９月定例会の審議結果　

※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

議
案
番
号

案　　件　　名 西
尾

　彰
仁

中
山

　明
保

加
藤

　茂
樹

吉
野

　恭
介

星
見

　健
蔵

＜市長提出議案＞
111 令和４年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇

112 令和４年度鳥取市水道事業剰余金処分及び決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇

＜議員提出議案＞
8 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 〇
9 同性婚の法制化の議論を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 〇

＜請願＞

令和５年
請願第６号 一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう政府に求める意見書の提出を求める請願 × × × × ×

令和５年
請願第７号 現行の健康保険証を廃止しないことを政府に求める意見書の提出を求める請願 × × × × ×

◆賛否のわかれたもの

議案番号 案　　件　　名

＜市長提出議案＞

107 令和５年度鳥取市一般会計補正予算（第4号）

108 令和５年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第1号）

109 令和５年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第1号）

110 令和５年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第1号）

127 令和５年度鳥取市一般会計補正予算（第5号）

128 令和５年度鳥取市水道事業会計補正予算（第1号）

129 令和５年度鳥取市下水道等事業会計補正予算（第1号）

113 令和４年度鳥取市工業用水道事業決算認定について

114 令和４年度鳥取市下水道等事業剰余金処分及び決算認定について

115 令和４年度鳥取市病院事業決算認定について

116 鳥取市企業版ふるさと納税基金条例の制定について

117 鳥取市地域経済牽引事業促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について

118 鳥取市特別医療費助成条例の一部改正について

119 鳥取市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び鳥取市家庭的保育事業等の
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

120 鳥取市農産物加工等施設の設置及び管理に関する条例等の一部改正について

121 公立大学法人公立鳥取環境大学第３期中期目標の制定について

122 鳥取市鳥取砂丘砂の美術館の指定管理者の指定について

123 財産の取得について

124 財産の取得について

◆全会一致で可決、認定、承認、同意したもの

12とっとり市議会だより 令和５年９月定例会号

　令和５年９月定例会の審議結果　

令和５年９月定例会の審議結果 （会期：令和５年９月１日～10月３日）

賛否状況

議決結果

会派新生 公明党 未来ネット 日本共産党 開政 無所属

魚
﨑

　
　勇

西
村
紳
一
郎

岡
田

信
俊

寺
坂

寛
夫

砂
田

典
男

上
杉

栄
一

水
口

　
　誠

谷
口

明
子

浅
野

博
文

石
田
憲
太
郎

平
野
真
理
子

勝
田

鮮
二

米
村

京
子

秋
山

智
博

長
坂

則
翁

金
田

靖
典

岩
永

安
子

伊
藤

幾
子

加
嶋

辰
史

吉
田

博
幸

柳

　
　大
地

玉
木

裕
一

岡
田

　
　実

坂
根

政
代

雲
坂

　
　衛

足
立

考
史

太
田

　
　緣

〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 認定

〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

及び認定

〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 原案可決

〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇 × 〇 〇 原案可決

× 議
長 × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇 × 〇 〇 不採択

× 議
長 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 〇 不採択

賛成…〇　反対…×

議案番号 案　　件　　名

125 工事請負契約の変更について

126 専決処分事項の報告及び承認について

130 鳥取市教育委員会委員の任命について

131 鳥取市公平委員会委員の選任について

132 鳥取市固定資産評価審査委員会委員の選任について

133 鳥取市固定資産評価審査委員会委員の選任について

134 人権擁護委員候補者の推薦について

135 人権擁護委員候補者の推薦について

136 人権擁護委員候補者の推薦について

137 人権擁護委員候補者の推薦について

＜議員提出議案＞

7 決算審査特別委員会の設置について

～９月定例会審議結果の概要～

　令和５年９月定例会を９月１日から10月３日までの33日間にわたっ
て開催しました。本定例会では、市長から令和４年度鳥取市歳入歳出
各会計決算認定についてなど31議案・報告案件８件が提出され、29議
案を全会一致、２議案を賛成多数で可決・認定・承認・同意しました。
　また、議員提出議案が３件提出され、１議案を全会一致、２議案を
賛成多数で可決しました。

詳しい議決結果
と過去の議決結
果はこちら➡

請 願 ・ 陳 情 の
ページはこちら➡



　新庁舎議場案内
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令和５年９月定例会の審議結果

　令和５年９月定例会の審議結果　

※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

議
案
番
号

案　　件　　名 西
尾

　彰
仁

中
山

　明
保

加
藤

　茂
樹

吉
野

　恭
介

星
見

　健
蔵

＜市長提出議案＞
111 令和４年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇

112 令和４年度鳥取市水道事業剰余金処分及び決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇

＜議員提出議案＞
8 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 〇
9 同性婚の法制化の議論を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇 〇

＜請願＞

令和５年
請願第６号 一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう政府に求める意見書の提出を求める請願 × × × × ×

令和５年
請願第７号 現行の健康保険証を廃止しないことを政府に求める意見書の提出を求める請願 × × × × ×

◆賛否のわかれたもの

議案番号 案　　件　　名

＜市長提出議案＞

107 令和５年度鳥取市一般会計補正予算（第4号）

108 令和５年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第1号）

109 令和５年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第1号）

110 令和５年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第1号）

127 令和５年度鳥取市一般会計補正予算（第5号）

128 令和５年度鳥取市水道事業会計補正予算（第1号）

129 令和５年度鳥取市下水道等事業会計補正予算（第1号）

113 令和４年度鳥取市工業用水道事業決算認定について

114 令和４年度鳥取市下水道等事業剰余金処分及び決算認定について

115 令和４年度鳥取市病院事業決算認定について

116 鳥取市企業版ふるさと納税基金条例の制定について

117 鳥取市地域経済牽引事業促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について

118 鳥取市特別医療費助成条例の一部改正について

119 鳥取市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び鳥取市家庭的保育事業等の
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

120 鳥取市農産物加工等施設の設置及び管理に関する条例等の一部改正について

121 公立大学法人公立鳥取環境大学第３期中期目標の制定について

122 鳥取市鳥取砂丘砂の美術館の指定管理者の指定について

123 財産の取得について

124 財産の取得について

◆全会一致で可決、認定、承認、同意したもの
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報告

四市議会議員研修会を実施しました四市議会議員研修会を実施しました
　令和５年８月23日、境港市民交流センター みなとテラス
にて、鳥取県四市議会議員研修会が開催され、四市81名の議
員が参加しました。駒澤大学法学部　教授　大山　礼子氏の
「地方議会における男女共同参画の推進について」の講演後、
意見交換を行いました。
　大山先生の講演では、地方議会で多様な住民の意見を反映
させるためには多様な議員の参画が必要で、女性議員を増や
すための取組はその第一歩であると指摘されました。本市に
おいても、女性議員が働きやすい環境づくりに努めていく必
要があり、大変有意義な会となりました。

姉妹都市との交流 (姫路市、釧路市 )姉妹都市との交流 (姫路市、釧路市 )
　鳥取市と姫路市との姉妹都市親善交歓会を令和５年８月８日、９日に本市で開催し、姫路市
議会議員24名が来鳥されました。意見交換会では、「脱炭素社会の実現に向けて」をテーマに活
発に意見を交換し、その後、新可燃物処理施設「リンピアいなば」などを視察されました。

　明治17年～ 18年にかけて、釧路開拓移住のために鳥取士族が賀露港を出帆し、入植地で鳥取
村を形成しました。昭和24年に鳥取村は釧路市と合併しましたが、鳥取市と釧路市は、開拓移
住に由来する交流を積み重ね、昭和38年10月４日姉妹都市提携を締結し、今年で60周年になり
ました。
　姉妹都市提携60周年記念事業の本市での開催に合わせ、８月13日に釧路市姉妹都市等交流促
進議員連盟の議員３名と宮田副議長が来鳥され、
西村議長を表敬訪問されました。
　また、10月13日から15日にかけて鳥取市議会
議員８名が釧路市を訪問しました。釧路市立鳥
取小学校や鳥取神社などを視察するとともに、
市長表敬訪問や交流会を通じて友好の絆を深め、
今後も末永い交流が続けられるようにとの思い
を新たにしました。

14とっとり市議会だより 令和５年９月定例会号

　今年度の議会報告会・意見交換会を10月29日
（日）に鳥取市役所本庁舎７階本会議場他で開催し、
当日は市民20名、議員32名の参加がありました。
この議会報告会・意見交換会は、鳥取市議会基本条
例第７条に基づき開催するもので、市民の多様な意
見の把握と議会活動の報告を行うことで、議会活動
の活性化と市民に開かれた議会を目指すものです。
　第１部の議会報告では、議会の役割や話し合いの
流れについて説明し、予算・決算の具体的な審査内
容を報告しました。
　第２部では４つのテーマ毎にグループに分かれ
て、参加者と議員による活発な意見交換が行われ、
参加いただいた皆さんからたくさんの貴重なご意見
をいただきました。
　詳しい意見交換内容やアンケート結果は、今後の
とっとり市議会だよりや鳥取市議会公式ホームペー
ジに掲載します。

令和 5年度　鳥取市議会令和 5年度　鳥取市議会
議会報告会・意見交換会を開催しました !議会報告会・意見交換会を開催しました !

報告　

・ＳＤＧｓ未来都市について
・滞在型観光について
・鳥取駅周辺の賑わい創出について
・未来に向けての公共交通について

意見交換会のテーマ

　この度の議会報告会・意見交換会には、幅広い
年齢層の皆様にご参加いただきました。多くの
貴重な意見や市政に対する要望があり、活発で有
意義な会となりました。いただいた意見や要望
はこれからの議会活動に活かしていきたいと思
います。お忙しい中、ご参加いただいた皆様へ感
謝を申し上げます。

会を終えて

議会広報委員会 　　　
委員長 　　加藤　茂樹
副委員長　 谷口　明子
委　員 　　西尾　彰仁
委　員 　　加嶋　辰史

委　員　　 金田　靖典
委　員 　　米村　京子
委　員 　　魚﨑　　勇
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報告

四市議会議員研修会を実施しました四市議会議員研修会を実施しました
　令和５年８月23日、境港市民交流センター みなとテラス
にて、鳥取県四市議会議員研修会が開催され、四市81名の議
員が参加しました。駒澤大学法学部　教授　大山　礼子氏の
「地方議会における男女共同参画の推進について」の講演後、
意見交換を行いました。
　大山先生の講演では、地方議会で多様な住民の意見を反映
させるためには多様な議員の参画が必要で、女性議員を増や
すための取組はその第一歩であると指摘されました。本市に
おいても、女性議員が働きやすい環境づくりに努めていく必
要があり、大変有意義な会となりました。

姉妹都市との交流 (姫路市、釧路市 )姉妹都市との交流 (姫路市、釧路市 )
　鳥取市と姫路市との姉妹都市親善交歓会を令和５年８月８日、９日に本市で開催し、姫路市
議会議員24名が来鳥されました。意見交換会では、「脱炭素社会の実現に向けて」をテーマに活
発に意見を交換し、その後、新可燃物処理施設「リンピアいなば」などを視察されました。

　明治17年～ 18年にかけて、釧路開拓移住のために鳥取士族が賀露港を出帆し、入植地で鳥取
村を形成しました。昭和24年に鳥取村は釧路市と合併しましたが、鳥取市と釧路市は、開拓移
住に由来する交流を積み重ね、昭和38年10月４日姉妹都市提携を締結し、今年で60周年になり
ました。
　姉妹都市提携60周年記念事業の本市での開催に合わせ、８月13日に釧路市姉妹都市等交流促
進議員連盟の議員３名と宮田副議長が来鳥され、
西村議長を表敬訪問されました。
　また、10月13日から15日にかけて鳥取市議会
議員８名が釧路市を訪問しました。釧路市立鳥
取小学校や鳥取神社などを視察するとともに、
市長表敬訪問や交流会を通じて友好の絆を深め、
今後も末永い交流が続けられるようにとの思い
を新たにしました。
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ご案内　
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議場見学のご案内議場見学のご案内
　本市の将来を担う子どもたちに社会や政治に対する関心を持っていただこうと、市内
の小中学生を対象に議場見学会（議場見学や議会のしくみについての説明など）を行って
おります。また、公民館や町内会など各種団体を対象とした見学会も随時行っています。
　詳しくは、市議会事務局調査係（℡0857-30-8443）までお問い合わせください。

議場ってどんな
ところ？

QRコードで
簡単アクセス！

表紙の写真を募集しています !!表紙の写真を募集しています !!
　とっとり市議会だよりの表紙をかざる写真を１年を通して募集し

ています。

　みなさまからの活気あふれる写真のご応募をお待ちしています！

　詳しくは、鳥取市議会ホームページをご覧いただくか、市議会事

務局調査係（℡0857-30-8443）までご連絡ください。

QRコードで簡単アクセス！


